







































































































































































































































































































































































































































































































 ・噛  C月ヨ＼ ◎ゲ＼
 OH{X皿}
 さらに←且1)を加.水分解,J(〕nes酸化,つし■で酸処理すると目的の(IDを得ることが出来た。更に御)から
 も同様にODに誘導することが出来た。
 以上林は種々の有機rヒ学反応を巧みに応用してノルケトステ・イドの新合成法を確立すると共に,
 生成物の俄造をNMRを駆使して見事に解汐そしている。
 なむ,試験委員が本人と面接し,また化学専攻担当の教授,助教授15名が参加して,論文内容に
 ついて約30分説明させ,その後約30分質問を行った。その結果と上述の論文内容を総合判断して
 林了三湯1出の論文は」3曼学博士の学位論文として合格と認める。
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